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■
鎮
火
ま
で
の
時
系
列

覚
知
：
２
時
03
分

鎮
圧
：
２
時
55
分

Ｌ
Ｉ
Ｂ
火
炎
終
息（
発
煙
の
み
）：３
時
14
分

（
以
下
再
燃
防
止
措
置
）

冷
却
作
業
：
３
時
24
分
〜
５
時
13
分

水
密
コ
ン
テ
ナ
要
請
：
４
時
54
分

水
密
コ
ン
テ
ナ
到
着
：
５
時
13
分

事
故
車
両
水
没
完
了
：
７
時
45
分

鎮
火
：
翌
日
10
時
30
分（
24
時
間
以
上

の
水
没
措
置
実
施
）

■
Ｌ
Ｉ
Ｂ
搭
載
車
両
火
災
の
危
険
性
と

対
処
法

＊
発
火
危
険
＊

Ｌ
Ｉ
Ｂ
は
お
よ
そ
２
０
０
℃
以
上
で

材
料
自
身
が
熱
分
解
発
熱
反
応（
熱
暴

走
）を
起
こ
し
ま
す
。
車
載
の
Ｌ
Ｉ
Ｂ

は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
内
に
セ
ル
が
数
十
個

か
ら
数
百
個
入
っ
て
お
り
、
一
つ
の
セ

ル
が
熱
暴
走
を
起
こ
す
と
、
次
々
に
連

鎖
反
応
が
起
こ
り
発
火
し
ま
す
。

通
常
の
Ｌ
Ｉ
Ｂ
と
同
様
に
、
安
全
弁

が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
内
部
の
圧
力

が
温
度
上
昇
に
よ
っ
て
高
ま
る
と
電
解

液
が
噴
出
し
、
そ
れ
に
着
火
す
れ
ば
火

炎
と
な
っ
て
噴
出
し
ま
す
。

＊
破
裂
危
険
＊

内
部
の
圧
力
が
急
激
に
上
昇
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
セ
ル
が
破
裂
し
、
周
囲
に

飛
散
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

【
対
処
方
法
】

燃
焼
状
況
を
確
認
し
、
離
隔
距
離
を

保
っ
て
活
動
す
る
。
併
せ
て
警
戒
区
域

を
設
定
し
、
不
必
要
な
車
両
へ
の
接
近

を
避
け
る
。

＊
感
電
危
険
＊

Ｌ
Ｉ
Ｂ
は
車
両
の
高
電
圧
シ
ス
テ
ム

に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
12
Ｖ
バ
ッ
テ

リ
ー
と
は
別
系
統
で
搭
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

基
本
的
に
は
車
両
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
、

何
重
も
の
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
た
め

感
電
危
険
は
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、Ｌ
Ｉ
Ｂ
搭
載
箇
所
に
直
接
大
き
な
衝

撃
が
加
わ
り
、
高
電
圧
バ
ッ
テ
リ
ー
の

端
子
に
金
属
部
分
が
接
触
す
る
よ
う
な

状
況
に
な
れ
ば
、
感
電
危
険
は
高
ま
り

ま
す
。
高
電
圧
シ
ス
テ
ム
を
遮
断
し
て

も
、Ｌ
Ｉ
Ｂ
そ
の
も
の
が
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
保
有
し
て
い
る
た
め
、
感
電
危

険
を
無
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

放
水
に
よ
っ
て
感
電
す
る
こ
と
は
基

本
的
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
高
電
圧
部
位

に
放
水
し
た
と
し
て
も
バ
ッ
テ
リ
ー
間

で
電
気
が
流
れ
る
の
み
。）た
だ
し
、
海

水
な
ど
、
導
電
性
の
高
い
水
を
使
用
し

た
場
合
は
感
電
す
る
危
険
性
が
あ
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

【
対
処
方
法
】

車
両
に
接
触
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
検
電
す
る
と
と
も
に
絶
縁
装
備
を
使

用
す
る
。（
救
助
活
動
時
と
同
様
の
措
置

を
と
る
）

＊
有
毒
ガ
ス
発
生
危
険
＊

Ｌ
Ｉ
Ｂ
が
燃
焼
す
れ
ば
、
内
部
の
引

火
性
液
体
、
水
素
、
一
酸
化
炭
素
、
エ

タ
ン
等
の
可
燃
性
物
質
が
生
成
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
は
燃
焼
す
る
際
に
燃
焼
生

成
物
と
な
る
た
め
、
大
幅
に
減
少
す
る

も
の
の
有
毒
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
く
、
呼
吸
器
の
着
装
は
必
須
と
な
り

ま
す
。

よ
っ
て
、
閉
鎖
空
間
で
火
災
が
発
生

し
た
場
合
は
、
煙
の
滞
留
の
改
善
の
た

め
可
搬
式
ブ
ロ
ア
や
送
排
風
機
を
積
極

的
に
活
用
し
て
煙
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
対
処
方
法
】

Ｌ
Ｉ
Ｂ
搭
載
車
両
と
判
明
し
て
い
る

場
合
は
、
状
況
に
応
じ
て
面
体
着
装
し

て
呼
吸
管
理
に
努
め
、
開
放
さ
れ
た
屋

外
で
あ
っ
て
も
、
風
上
側
か
ら
接
近
し

て
活
動
す
る
。

＊
再
発
火
危
険
＊

セ
ル
ご
と
に
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
保

有
し
て
い
る
た
め
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電

圧
が
残
っ
て
い
る
状
態
で
鎮
圧
し
て
も

バ
ッ
テ
リ
ー
内
部
で
短
絡
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
防
ぐ
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
火
災
を
鎮

圧
し
た
後
に
時
間
を
置
い
て
再
発
火
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。（
海
外
で
は
数
日

後
に
再
発
火
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。）

【
対
処
方
法
】

再
発
火
防
止
措
置（
車
両
水
没
及
び
放

電
措
置
）の
実
施
。

■
ま
と
め

Ｌ
Ｉ
Ｂ
搭
載
車
両
火
災
は
、
通
常
の

車
両
火
災
と
は
異
な
り
、Ｌ
Ｉ
Ｂ
の
破
裂

や
特
有
の
有
毒
ガ
ス
発
生
な
ど
様
々
な

危
険
性
を
考
慮
し
て
活
動
す
る
必
要
が

あ
り
、
併
せ
て
再
燃
防
止
措
置
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
早
期
に
車
両
種

別
を
確
認
し
、Ｌ
Ｉ
Ｂ
が
燃
焼
し
て
い
る

状
況
で
あ
れ
ば
、
方
面
隊
及
び
本
部
特

別
高
度
救
助
隊
を
増
強
要
請
し
て
く
だ

さ
い
。

今
後
、Ｌ
Ｉ
Ｂ
搭
載
車
両
は
さ
ら
に
普

及
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
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「
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チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
搭
載
車
両
火
災

活
動
要
領
」
を
再
確
認
し
、
今
後
の
活

動
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

コ
マ
ン
ド
ア
イ

様
々
な
事
案
か
ら
災
害
活
動
を
振
り
返
る
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北
方
面
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チ
ウ
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オ
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バ
ッ
テ
リ
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載
車
両
火
災

■
は
じ
め
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和
６
年
７
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Ｌ
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Ｂ
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う
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Ｅ
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搭
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Ｂ
か
ら
長
時
間
火
炎
が

噴
出
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
交
差
点

内
で
発
生
し
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鎮
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。
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Ｂ
搭
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燃
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介
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松原市では５月26日（日）と６月９日（日）
に市内の小学校で地域防災ネットワーク
プロジェクト訓練を実施しました。
この訓練は災害発生時に、地域の町
会、小学校、消防団、婦人防火クラブ連
合会、自主防災組織等がお互いに連携
し、協力し合って地域ぐるみで安全確保を
図るため平成24年度から実施しており、
将来の防災リーダーの育成と若年層の防
災意識向上を目的としています。また、小
学校の日曜参観に合わせて実施すること
で、子育て世代の参加を促しています。
訓練では学校で地震が起こった場合を
想定したシェイクアウト訓練（命を守る行
動）をはじめ、煙避難体験、消火器体験、
心肺蘇生法などを行いました。
児童たちは、もくもくと煙が立ち込める
煙テントに不安な表情を浮かべながらも、
ハンカチを口にあて、勇気を出して煙の中
から避難しました。また、特別救助隊によ
る訓練展示では、校舎屋上から逃げ遅れ
た先生を迅速に救出する救助隊員の姿
に、児童だけでなく保護者からも歓声が
上がりました。

交野市消防本部では、今年度から当市
消防本部敷地内で消防職員が消防団員
に指導する形で、消火栓を使用した機関
員訓練、分岐管を使用した１線２口放水
体制のホース延長要領といった内容で基
本操法訓練を実施しています。
これまで消防団員は各々が所属する地
区や方面隊で自然水利等の無圧水利で
の機関員訓練や１線1口による放水訓練
を消防団単独で行っており、実際に消火
栓や分岐管を使用したことのない消防団
員も多くいました。
また消防職員としても実際に消防団員
に指導することで、消防団員と器具や装
備の操作や取扱いについて共通認識を持
つことができ、大変有意義な訓練となりま
した。
近年、大雨による豪雨災害や今後発生
が危惧されている南海トラフ巨大地震に
おいても消防団員の力は必要になってき
ます。当市消防本部としてもこれまで以上
に消防団員と連携を深め、今後、発生する
災害に備えてまいります。

交野市消防本部
消防団員に基本操法訓練を実施

松原市消防本部
地域防災ネットワークプロジェクト
訓練を実施
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豊中市消防局では、高齢化などを背景
に救急需要が年々増加するとともに救急
隊の現場到着時間が延伸していることに
対応するため、令和６年４月１日から毎日
勤務の救急隊を1隊増強しました。
この救急隊は、配置人員4名（内救急
救命士３名）で勤務時間は平日８時45分
から17時15分とし、ローテーションで救
急出場します。
残留した1名が救急活動報告書や検証
票の作成等を行うことで救急活動と事務
を両立し、救急隊員の労務管理にも配慮
した運用をしています。
運用実績は、4月から6月の3か月間の1
日平均出場件数は4.3件で、昨年同期間
と比較し、現場到着時間は約0.2分の短
縮につながりました。
今後も、救急体制を充実・強化するこ
とにより、「救命力世界一」を目指す取り
組みを推進します。

貝塚市消防団は、昭和22年に設置さ
れ、現在、消防団長以下211名（団本部、
9個分団）で、本市の災害に対応していま
す。　
今回、第68回大阪府消防操法訓練大
会（令和６年９月　大阪府立消防学校に
て開催）の小型ポンプ操法の部に泉南地
区支部代表として、本市消防団が出場す
るにあたり、５月から消防本部の指導によ
り、共に汗を流しながら大会に向けて訓
練を重ねてまいりました。
日頃の消防団活動での熱い思いや深
い郷土愛、技術やスピードを活かしたこの
訓練を通じて、本業と共に地域防災にお
ける消防団活動の重要性、また指揮命令
系統の再確認や規律の向上、さらに団員
士気の高まりにも繋がり、様々な課題を克
服する醍醐味を味わう良い経験となりま
した。
今後も訓練等を重ね、地域に根差した
活動を展開し、常備消防と共に本市防災
の両輪となって、引き続き市民の安全安心
の確保に取り組んでまいります。

貝塚市消防本部
第６８回大阪府消防操法訓練大会
に出場

豊中市消防局
救急隊増強で「救命力世界一」を
目指す取り組みを推進
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